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lイ本 務類学会 々則

ZI~ 1条 1\>: 会 ~HI 本政i顔学会と刷、する。
tn 2条 本会は t語学の進歩 ìHr- lえな|苅り，併せて会 Hfilliの述紡 J(;'に奴胞を I~I ること
を11的とする。

t(~ 3条 本会は官ij条の口がjをえhするためにiえの'h:業を1iり。
1. 総会の開催(年 llDI)
2. 泌JJiに|比!す司る研究会) íWt1~1 会， j記長会?のIJf.lflli
Cl. 定期l刊行物の発刊
4. その他百íj条の nrl'.J を迷するために必要な・h: i!{~

tt1 4条 本会の事務所:.1:.会長が適当と認める場所におく。
自115条 ;ji:会の事業年度l.t4刀 11:1に始 t1)， '\l~~'ドヨ刀:31 日に終 る。
第()条 会只は次の 3種とする。
1. 'j可i函会員 (百Hまllこ関心をもち， 本会の題行にl''I:/liJする例人又。土問(4):で， 11ft 
会の承認するもの

~ . ~奇持会員(泌学の発注にJi:llikiJ.j.， 1). ド会のfllli'Rに質問する1[，11人で， 役員会
の推薦する もの'"

:1 特別j会員(本会の組旨に f'è[ 'îJ し，本会の発肢に仰に~)- 'j-Lた例人 5<.1土|司{本で，
役H会のi住成するもの)。

W 7条 木会に入会するに lん (l:所，氏名 ( [~JI 休:f， ). J倣業を記入した入会 r[J 込 l1F~
会長に丹 [f¥すものとする。

可l吟条 会Jlは1Ii:壬1"会ytlj 800 [' Ja' liij納 「るものと寸る。 (IlL，名作会JU次糸に定
.，1)る名作会長を合t，)及び判別公[¥It~モ '1'1 -1;:'，ll! L ない。 外[1:1pt 1¥のj';'1'1 l.t 2100 I'J 
とrる。

羽í~ 9糸 1¥.:会にI.t.次の役れをlnく。
会長 l才10 件 'j~ lfT'(~ 1 af，l高1¥ )'':Ti'，。
役Hの(f:JUI:.t~ヶ年とし ill(1:することヵ、11¥;Kる。 (11.L， ~モ j三と，N; ，ir1 I\: 上引続き :l JUI 
巡11¥されることは11¥米なL、。

役l¥lli11\ の鋭定:.t別:~.A::'める。(十J lJlJW I 条 ~ U~ ~条)
本会に名作会長をii"t'.くことか11¥米る。
mlO条 会長;工会をII::Kし，会務め:1:(1;合Mc'、ゐ。幹'!:::.t会長の13fL-受1tて円祁の
会務を行う。

U~ 11糸 ilf;~長 ftl :J:評議 H 会主:1/111戊l，~その裂務にW[ l会長の稲川にあずかるの評議
日公I.t.会長が Jr;tJ~し，また文 7!J をもって，これに代えることが II :;!~ る 。
むg12条 本会1.t定m[刊行物 I\:\~ JaiJ {( {Iミ:ll"ll刊行 L，全日に無料で似イl'寸るn
(f.J JlIj) 
むil1糸 会長 11 1司 1}'J 1'd主の全会員の投烈に上り.会Hの五i:illで 定める (その際 ~fY.~最
Jl会l.t参考ーのため若干名の候補行合Hffl胞寸ゐことが 11¥%る)0 ':~ 'J::(1会jミが会Jl'['
よりこれ立指名委嘱する。

む(~ 2 ~提 訴ぷnの選Il¥は次のー")jij，;による。
l 作j也区})IJに会民中より選11¥される。そのA::'li't各J1llI'(L :{う とし ， ~n放が so
名を結えるi也I玄では 50t，までごとに 1iうを加える。
2 総会におい亡会長が会11'1'上リ)'，' I~ i'， ~' l1f~1P.~ する。 {U.l ， よとの1& 11全ぷ i話d\
の 1/3を越えるこ とは11¥米ない。

j也1:<.;t¥1]は次の 7t也区とする。

北海道地区。 東北地区。 I均点 J也氏(新 i~L 長弘f' ， 111 梨 4 合 ti')o '1' )'ijl1也|正(em仕合む)。
近後j也1'<0'1'悶 ・l引|五|地区。九州地区(i'I'織をイI'ts)。
W 3糸 会長及び!;寸守ーは評議nを..lHEするニと 111]¥米たい。
副作 4糸 会長およびi也際: :@ III の府議れに欠 Hを ~I:. じた j劾1\' 11，前 i王将・ の銭~l\\\\\司ìJ，
il、訴をもって充当する。
第 5条 会nがバッタナ ソハーを求めるときは作巻 1800円，分nuのJ45令{よ各 f}・600
1'1とし，J[ミ会員の子約!将完料は各号 90019とする。
初日糸 本会Jllli.t昭和 48占H 刀 II1 .tり他行ナる。
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1 昭和 48年 4月1日か ら日本藻類学会の事務所は下記のと ころ

に移りましたのでお知らせします。

051 室蘭 市母恋南町 1-13

北海道大学理学部附属海藻研究施設内

日本藻類学会

2. 第 20回総会において昭和 48年度か ら会費が次のよ うに改正 さ

れましたのでお知 らせします。

(1) 国内会員 1，800円 (2) 国外会員 2，100円

一一…ーー… ーー… ーー… .0…一 ー… ーー… ーー… ーー，

去る 4月28FI木年度第 1回持廻り評議員会を開催，木会の運営とくに藻

娯の編集について協議願し、ま したと ころ，次のことを全員一致で賛成されま

した。

藻類の年3回の刊行を年4回に変更する

これはl昭和48年 10月 1LI 東京において開催予定の総会の議を経て決定さ

れることですが，誌上をもって広く会員諸氏の御意見を伺い，できれば木年

度(第 21巻)から実施の手筈を致したいと存じます。この他とくに部類の編

集についての御希望， 御立見などをお寄せ下さい。



Inform.ation for Overseas Members 

The Japanese Soci巴tyof Phycology (ounclecl in 1953， is a group of al耳目巴

specialists and amateur workers who are inl.ereSl.ed in any aspect of phycology 

The membership is op巴n1.0 indivicluals or organizations. The BlIlletin 01 Ja仰 Jlese

S'of"iely 01 Phycology (S6RUI) is published qualerly from 1973 (3/yr・，1953-1972) 

by lhe society， ancl contains original papers， revi巴ws，notes and infonnations on 

phycology ancl related stuclies. The annl1al clues for overseas members are Yen 

(￥) 2，100 (sencl the remittance cheql1e by the .Tapanese Yen rate， but not personal 

cheque). 1、hisentitles the incliviclual or th巴 institutionmember to receive the 

BlIl1etin ancl incliviclual members may submil" papers (in .Tapanese or English) 10 

t:he BlIllr'lin For publication 

八 limil"cdnumber of back issues (Vol. 1， 195C¥-Vol. 20， 1972， cxccpt Vol.日nnd

Vol. 9， 1960-1961) are available for purchase. Back issue rates for 1973 are 

￥ 2，100 per volume ancl￥ 700 per issue lo member;￥ 3，000 pcr volume ancl 

￥ 1，000 per issu巴 tonon-ll1Cll1 ber 

八11ord巴1・5，rllles， ll1cmbcrship日pplicalions， changcs of ac1drcss， ancl ll1anll-

scripts (lhe original manl1script and on巴copy;[1111 papers are limitecl to 6 printecl 

pages in lcn日Ihincll1cling tables， figures anrl ahslracl) shoulrl bc scnt to 1"l1e ofTice of 

thp， N iJi})(}1/. ，."心/'/f.I.(}nl.:!.;rrI， (Japanese Socicly of Phycology)， c/o thc fl1u，/'o/'n1/. 

I正“おοIÚ<lIoklゾu.~l，めら (Institl1le of Algological Research， Fac111ty of Science， 

Hokkaiclo University)， Muroran， Hokkaido 051， Japan， [rom April， 1973 1"0 

March， 1975 

急 止と
広ヨ

m8 [司 [ li[ 際、 dii ;:~S'-'f:.会議が 1974'-1".8n 17~ 24 nに英国 (NorthiNales-Bangor)の
/ース・ウエノレスツ己主でー!日1miされます。一般"陥ilのほかj'g待講色ii，採集会が予定されてい

ます。

護主加;1'1.f， 15大学内の'Wt内(食オH、j"):f，28宅た会J加を (8刀24-2811)マン仏へのほ
集旅行 (参JJII伐約 1:35)が予記されています。

今後のサーキュ ラー希望の方は7)j 31 iJまでー卜記列に連絡 して寸、さL、。

The Secretariat， VIHth International S巴aweeclSymposium， c/o Marine Sci-

ence Laboratories， Menai Briclge， Anglesey， LJ. K. 



今野 . 男鹿半島の海藻

男鹿 半 島 の海 藻

今野 郁ド

Iく IくONNO:On th巴 marinealgae fro111 th巴 coastof 

Oga PeninslIla facing the Japan Sea 

1 

男!A半島は，私EEl県沿岸中央音s秤j々 北寄りのjみが米(-(，';川および雄物川からの砂礁に
よって本土と辿給したi笠繋島で， 外海側一常は出入の多い岩礁地;沿からなり，海藻の生育

(ま良好であった。

このi也の海~iについては， 加藤ら 1 ) により濃淡 1，灯、説 12， 褐W~ 22，紅藻 34，f;十69

.filL同じく加i除2)により桜荻 1，緑藻14，渇諜 25，紅藻38，計78秘，そ して金森3)によ

り若干種が扱われ，この半島としては藍藻 1，緑~JI~ 15 ， 中M~; 28， 紅藻 41 ， 総数 85 種が明

らかにされている。

著者は，恩師新潟大学理学部野田光蔵教授の指導の下tこ紋回県沿岸の海藻の調査4)を

続けているが，その一環と して同半島の門前，入道¥I!奇の調査を行なった。 両地は半島の突

端部にあって海流の影響を最も受けやすい位置にあり，地質学的には第三紀中新世初期の

火成活動ζ よる男鹿半島の代表的海岸である。

門前では， 1970 年7，9， 11， 1971 年1，3， 5の各月，人道崎では 1970年8，10， 12， 

第 1図 入道的海岸 (雨天の 日)

* 正式岡県立fPt手来高等学校(横手市南町T2 番 l ~'ヲ )

The BlIlletin of Japanese Societ)一 ofPhycology， Vol. X，'(I， No. 1， 1-11， Apr 

1973. 



2 i涜類第21巻第 i号 l昭和 48年4月

第 2図 i!iH!;;説j査1也を示す

1971 fF. 2， '1， 6月の各月それぞ./"1-ー[[[¥の採集を試み，別表のような結果を得たので秋田県

沿岸産海藻の第2報として，こ己に報告する。

表1. 月鹿半島ili!:i毎泌 (左側のO印は秋岡県新産鑑)

採取 せられ た海 秘

主主 政 (2)

(月)7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 

Bm.chytricli口ιqu.oyιBORN.et FLAH 
アイ ミドリ

ONivularia atra ROTH オオツプリプラリア

綜 務(弘叫) 

UIωotω111γ凡.
ヒピミドロ

E川teωerOJ川J川/.OljJμolt凶ιaじ印011/.応ψρ? 官5おs岬ι(L.) GREV 
ヒラアオノリ

OE. criJ1Ua (ROTH) J. AG.ホソェ〆アオ ノ リ

E. i"lesulIalis (L) LTNK ;1，ウアオノリ

E. linza (L.) J. AGARDH ウスバアオノリ

OE ρ11/.1I10.<a KUTZING ハネアオノリ

E.ρrolllera (MULLER) J. AGARDI-[ 
ス ジアオ ノリ

O 

o . .0 . 0 

00  

000  00  

0 .0 

O 
O . .0 .0 

O 

O 



今野: 男鹿半島の海藻 s 

採取せられた海糠 (月)7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 

UI'lJa pertustI K]ELLMAN アナアオサ

Nlonostrollla tlrcticlIlII WITTROCK 
キタヒトエグサ

000000  ・O

00  

μ gr，四 illei(THURET) WITTROCK 
ウスヒトエグサ

AよllllduμtUIIIvar， ftlrlowii FOSLIE 
ヒダヒトェグサ

OCIzaeto1ltorplza aerea (DILL WYN) KUTZ， 
タルガタジユズモ

C. 1Itoniligera K]ELLMAN !J.マジュズモ

Cladoplzora dellsa HARVEY 
ア+ミドリシオグサ

C. fasciclllaris (MERT，) KUTZING 
フサシオグサ

C， japonica Y AMADA オオシオグサ

C. opaca SAKAI ツヤナシシオグサ

C. I'lldolplzialla (AG.) HARV. 
タマリシオグサ

Oc. rtφestris KUTZ. I. submarina FOSLIE 
イワシオグサ

C. stimρsOllii HARVEY キヌシオグサ

BηIOpsis IzyρlIoides LAMOUROUX 
オバナハネモ

0.0  

00  

00  

O 

'0  

O 

00  

000  

Caulel・ρaokamurai WEBER ，:a~ ~<:S~;: h 0 0 0 
フサイワヅタ

cdumdlzaereHS(CABRERA)cf??? O O O 

C. fragile (SURINGAR) HARIOT ミル

褐議 (38)

O&.tocarpus jilamelltolls NODA 
Lおみどろのー種

OE. 1II0llZellSis NODA et KONNO 
Lおみどろの一種

Splzacelaria iwagasakellsis NODA 
くろがしらの一種

Dictyopterisρrolifera OKAMURA 
へラヤハス

D. 1I11dulata (HOLMES) OKAMURA 
シワヤハズ

ODictyota ceパ・icomisKUTZING 
あみじぐさの一種

000  

000  

00  

O 

O 

O 

O 

O. 

O'  

D. di'varicata LAMOUROUX カズノアミジ 00. .0 . 0 

O 

O 

'0  

O 

O 

O.  

00  



4 藻類第21巻第1号昭和48年4月

採取せられた海蕊 (月)7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 

D. ftabellata SETCHELL and GARDNER •• 0 

m句 husmarginatus OKAMURA 
7!l9:.tアミジ

Padina crassa YAMADA コナウミウチワ

P. japonica Y AMADA オキナウチワ

OChlanidophora repem OKAMURA 
フタェオウギ

Leathesia difformis (L.) ARESCHOUG 
ネパ Hモ

Papenfussiella kuromo (YENDO) INAGAKI 
Fロモ

Sphaerotrichia divaricata KYLIN 
イシモズP

000  

.0 

O 

O'  

000  

. 0 . 

O 

O 

OAcrothri.x pacifica OKAMURA et YAMADA 
ユセモズF O ・

Desmarestia viridis (MOLL.) LAMOUR. 
ケウルジグサナ

Puncta，.ia latifolia GREVILLEハパモドキ

C昨今omeniasinuosa (ROTH) DERB. et SOL. 

O. 

O 

00  ・O

.0.0000 

7!lロノリ 00  00000000  

01るIdroclathrusclathratus (BORY) HOWE 
カゴメノリ

Petalonia fascia (MOLLER) KUNTZE 
セイョウハバノリ

Scytosiplzon lOmelltal'ia (LYNGBYE) LINK 
カヤモノリ

'0.0 

Clzol'da filum (L.) LAMOUROUX ツノレモ 00.00  

O 

0'000  

.0  

&klonia stolonifera OKAMURAツルアラメ 00000000.0. 

Unda1"ia pinnatifida (HARVEY) SURINGAR " 
ワカメ ) 

Coccophora langsdorfii (TURNER) GREV. ハ
スギモタ 〉

Cystophyllu1II cae.~pito.wt/ll YENDO 
カイフモ F

SargassulII conjusum C. AGARDH 
フシスジモ F

S. ellerue C. AGARDH ホンダワヲ

S. hemi砂hyllulIIC. AGARDH イソモ F

S. h01"neri C. AGARDH アカモ F

S. micracantlzu1lt (KOTZING) YENDO 
トゲモタ

00.0  

000  ・00

00000  

.00 ・O.

.0.000 

000  ・O ・O

.0000 

O'  



今野: 男鹿半島の海穂 5 

採取せられた海 7凝 l月)7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 

.0. OS. microceratium (TURN.) C. AG. 
7 シイトモク

S. patens C. AGARDH ヤヅマタモク ・00000

S.ρilulifel・11mC. AGARDH マメタワヲ ・.0.0
S. Se7γ'atifoliU11I C. AGARDH ノコギリモタ ・0000・

S. tJmnbergl・iKUNTZE ウミトラノオ 00  ・000. . . .0 

S. tortile C. AGARDH ヨレモタ ・000.0

紅藻(剖)

OPorphyra Okalllllri副・ UEDA ?ロノリ

P. pseudolinearis UEDA ウップルイノリ

OP. tenera KJELLMAN アサクサノリ

P. yeznensis UEDA スサピノリ

O.4.croc!zaetillln robustllm BORGESEN 

Nemalioll vermiculm'e SURINGAR 
ウミゾウメン

OAゆ.arago，ρsi.~ hamifem (HARIOT) OKAM. 
カギノり

GelidiulIl amansii LAMOUROUX テングサ

Pterocladia tellllIs OKAMURA オバグサ

Chondrococcus h0771emanni (MERT.) 
SCHMITZ ホソパナミノハナ

De7'1llatolithon disper FOSLIE 
ノリマキモドキ

Litho，ρhyllum okamz付加iFOSLIE ヒヲイポ

.411ゆ.hiroaaberrans YENDO 7サカニノテ

A. crassissima YENDO ヘリトリカニノテ

A. zonata YENDO ウスカワカニノテ

Corallinaρilltl(戸raPOST. et RUPR. 
ヒ.リヒ"

OC. sessilis YENDO ミヤヒバモドキ

JanIa arborescens YENDO キプリモサズキ

OJ. ttngulata YENDO サキピロモサズキ

Caゆopeltisaffmis (HARVEY) OKAMURA 
マツノリ

Gloiosip!Zonia capillari・'s(HUDS.) CARMI. 
イトフノリ

Paclzymellio，ρsis elliptica Y AM. タンバノリ

Grateloupia dh.aricata OKAMURAカタノリ

O.  

O.  

00  
o . . 0 
0 ・

。O
o . .00 

000.. .000.0 

00  

0000  

O. 

O 

O ・
.0 O.  

O 

.0  

00  
O. 

O.  

000  。00
O.  

00  
.0 



6 藻類第21巻第1号昭和48年4月

採取せられた海濠 (月)7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 

G. filicina (WULF.) J. AGARDHムカデノ 1) 000-00 ・O
G. kaifuellsis YENDO カイフノリ O 

G. okulIIurai Y AMADA キョウノヒモ 0-
Gloiopeltls jurcata POST. et Rup. -00 フクロ 7ノリ

OG. tellax (TURNER) J. AGARDH マフノリ 0-
Schizymenia dubyi (CHAUVIN) J. AG. 0-00 ベュスナゴ

O}る.'pneacervicOl.nis J. AGARDH 
カズノイバラ 00000 

1ヲocamiumteljai1"iae HARVEY ユカリ -0 

Call1acanthlls okamu1"ai YAMADA 0 ・0- 00  イソダγツウ

Gmcilaria b制官a-pastorisSIL V A シラモ -0 ・O O ・ 0-0  
Gymnogongms flabelliformis HARV. o -- O 

オキツノリ

G. japonicus SURINGARおきつのりのー積 000  0000 -0 
Chondrus c1"I.ψItS ST ACKHOUSE トチヤカ -0 --0 
C. ocellatus HOLMES ツノマタ 000  

O f. crispoides MIKAMI トチヤカダマシ -0 

O f. parvus MIKAMI ヒメツノマタ -0 
Gigarτina tenella HARVEY スギノリ 0-0  -00 
OChrysymenia wげ'ghtii(HARVEY) YAM. 

タオヤギソウ O 

Lomenta1"Ia catenata HARVEY フシツナギ O 0-0  
Champia parvllla (AGARDH) J. AG. 

ワツナギソウ 000  0000 -0 

Neomonosp品4oAraZ j初切llata(J. AG.) FELDM-
OY. et NESL. キヌゲグサ -0 

Wlγ'angelia japonica NODA ランゲリア 00  
OGl切'thsiatenuis C. AGARDHケカザシグサ 000  
Centl.ocel.as clavulatll11l MONTAGNE 000  00  トゲイギ~

OCeramium boydenii GEPP アミ Fサ -000 
C. kondoi YENDO コンドウイギス 0000 
c. rubmJn C. AGARDH -0 
C. tenerrimum (MARTENS) OKAMURA 0-0 -0 ケイギ7，

OCallψyJaelNtAoKg-a A cmssa(OKAM.) 
MURA 7 トイギス -0 
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採取せられた海部 (月)7 8 9 10 11 l~ 1 ~ :i 4 5 6 

c. hypnaeo;des ]. AGARDH エゴノり 0 ・ .ri. 'i・ C
.:lcrosorilllll vendo; Y AMADA .u 00  ハイウスパノリ

Das¥'a colltlbem HOOKER el HARVEY t(vJ1(、ノ(~

LJ. 1'illosa HARVEY ケプカタヅア 。c
HeterosithollItl jaρOllil"<l YENDO イソハギ c・1コ '...'、，..J

H. Plllchra (OKAMURA) F ALKENBERu 
0000  .0 C) 

シマダジア

OBellzaiten;a yelloshimens;s YENDO .0 
ベンテンモ

OPo(ys争hOIl;aabscissa HOOK. et HARY. 
-つ+ンボウイトグ+

OP. akkeshiells;s SE(，1 アッケシイトグサ O.  

P. deculII be.明sSEGl リボンイトグサ .0 

P. japoll;ca HARVEY キプリイトグサ つ.0
P. 11l0rrowii HARVEY モロイトグサ .0 .0 

OP. 1I0toe1lsis SEGl ノトイトグサ O'  O.  

OP. obsoleta SEGlホソイトグサ O.  .0 

OP. savatieri; HARIOT ヒメイトグサ 0.0. 

OP. sellticlIlosa HARVEY ムツイトグサ .0. 

P. urceolata GREVILLE ショウジ宮ウケノリ 000  
Clzolld1"Ia crassicalllis HARVEY ユナ 0 ・ O o . . .0 
C. dasy少.Izylla(WOODW ARD) C. AG. 

O.  
ヤナギノ 1)

OC. expansa OKAMURA モサヤナギ 000  

Lallrtmcia halllata Y AMADA カギソゾ .0 

OL. illterl1ledia Y AMADA ?ロソゾ .0 

L. 11 ippoll ic百 YAMADA ウラソゾ .0・ .0 

L. okamurai Y AMADA ミツデソゾ 。
L. l/1ldulata Y AMADA コプソゾ 0 ・O
OL. venllsta YAMADA ヒメソゾ .0 

4vYnψAMhyAoDrlA adia fatiH町 1I1a(HARV.) 
イソムヲ+キ

。・つ. .000 . .0  

OHerpos;pllOnia terminal;s SEGI 
{¥Iづ O

クモノスヒメゴケ

Le'C'e;llea .i/l11germallll;odes HARVEY o .0. . . . . . .0 
ジャパラノリ
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表 2. 男鹿半島海岸における採集種数

海 務 群 数 門

護 藻 類 ワ l 2 

緑 藻 類 24 20 17 

褐 E車 類 38 33 27 

紅 議 類 79 62 55 

計 143 116 101 

表3. 男鹿半島産海漢の月別採集種数

(奇数の月は門前，偶数の月は入道山崎)

n

，
 

白
川群藻海 2 3 4 5 

5! 2 

藍藻類 2 1 I 

緑穣類 9 11 10 3 2 3 5 3 4 1 

褐穣類 18 19 14 12 15 10 9 3 5 6 6 5 

紀藻領 31 25 29 6 10 14 26 12 6 16 13 9 

158 1 57 1臼|引 281一r41 ! 17ト61ぉ 123115
表 4. 男鹿半島産海海採集状況及び秩岡県新産種数

! 秋新産田種数県海 務 群 通| 言十

藍 E事 類 1 1 ワ“ 1 

緑 務 類 7 4 13 24 4 

掲 藻 類 11 5 22 38 7 

紀 藻 類 24 17 38 79 23 

計 42 27 74 143 35 
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本調査により，秋田県海藻誌に新たに35種を追加することになった。また本調査に

よって得られたこ，三の興味ある種について述べる。

1.体の一部 2.単子議

第s図 Ectocaゆus周辺mentosltsNODA 

場長
1 (X1/3}~eB 

&tocaゆItSmonzensis 
NODA et KONNO 

1. Bcωc:arpus 61au開国側担 NODA

Some Marine AIgae collected on the 

coast of Iwagasaki， Prov. Echigo facing 

the Japan Sea. Sci. Rep. Niigata Univ. 

Ser. D (Biol. no. 7: p. z7 6.g. 2 (1970). 

綿毛状で衝に巻錯し，他の藻体にからま

り比較的大きな団易生なる。細胞は長さ46-

68p，径23-30μ，分岐は少なく，分枝は短か

く， 1-5細胞よりなり直角に近い角度で生ず

る。単子褒は楕円形，長さ 82-85p，幅36-43

p，無柄。

本種は&tocaゆustomentosus LYNG-

BYEに近縁の績である.

(新種)

2. Bctocarp山m.onzensisNODA et Ko・

NNO 

糸状体は叢生し，高さ 2-3cm，基部付近

より生ずる仮根により着色直立する。細胞

は長さが幅の 1-2倍(下部の細胞長さ 42-卸

μ，幅42-50p，上部では Z7-76p x Z7-38μ) 
で長さは幅の 1-2倍あり，上部において扇生

的に分枝し，小枝は先端に向って鋭く尖る。

復子漢は長楕円状で長さ 107-118p，幅32-

36p。

本種はムラサキイガイ，岩などに着生し

ていたものを昭和46年 1月z7日採取した。

本種は &tocaゆItSmitchellae HARV.に外

観類似するが小枝が細く尖ることで異なる。

新種として記載(新潟大学理学部研究報告

Ser. D No. 10 p. 29 fig. 1， 1973に掲載)。

3. Dictyota cぽ vicornisKUTZING 

“Tab .Phyc. 9 t. 24五g.2(1895)"; Noda， 

M. Sp. Dictyotac. fr. Sado Isl. p. 30 fig. 

2 (1969). 

体は叢生し，高さ 10-15cm，互にもつ
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れ，軟弱にしてよじれる。幅は狭く， 2-3mm， J手さ

95-114 Jlとうすく，縁辺部は幾分厚くなり，皮膚細胞

は2層をなすところがあり，枝は又状区二分岐し，上部

の綾の服部は広く，先端は円い0

4. Polysiphonia akJ悶ihienoisSEmア引ケシイ
トグサ

Polysiphonia fr. Jap. p. 232 pl. 9 fiig. 1-8 

text-fig. 23-24 (1951). 

秩国産のものは小島産の標本と一致し，高さ 5-

14cm，主軸明瞭，叢生，岩礁に着生。枝は互生状に

再三分岐し，体上には至るところから多数の毛状の短

枝を生ず。周心細胞は4，若干の皮層細胞を有す，四

分胞子褒は最末小枝に小数生じ，媛果は広卵形，径

342-456μ，未成熟のものは卵形または楕円形を塁す。

s. Polyoiphonia decumbens SEGI リボンイト
グサ

t ' "， 1/3"1 
2 .~ .. 子Jパ41IZペマi
(・ 50ig;;d-:むV・λ~~-r~.、 Z

1.全形 2.横断面

第5図 Dictyotacervicornis 
KOTZING 

Polysiphonia fr. Jap. p. 218 pl. 7匂.2text-匂.17-18(1951). 

1.全形 2.横断固(下部) 3.先端部

4.短枝 5.四分胞子褒 6.7.漢果

第 6 図 1'0.叫'o~かysi，かpμ帥h岬o側ni，勾'a akωke!ιs，幼e
SEGI 

F1521 
4耕民ν

丸々?
)
 
7
 
1
 、
(
 
1
 

I "33， 

1.機断聞{下部 2.先端部

3.部体上部，四分胞子褒

第T図 1'0かsiphoniadecumbens 
SEGI 
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単独， (也の海務上iこ着生，怒形にして長さ約 2cm，基部より旬匂し，糸状体は径539

-616 f1， 不規則に叉状様分校し，上方では粉々鳳生的に出る。周心細胞は4，若干の皮層

細胞を有す，四分胞子奨は最末小枝上にー列に数伺乃至10倒生じ，径45-70ん

Summary 

Continuing on the first report of marine floral study of Akita Prefecture the 

present author made more investigations on the coast of Oga Peninsula. As the 

result 143 species were identified， of which 35 species were newly added to the 

marine flora of Akita Prefecture， and some new knowledges also were obtained 

from a distributional point of view. 

引用文献

1) 加藤君雄・加藤鉄也 (1963):秋田県及び青森県南部沿岸産の海藻目録. 藻類， 11:

62-70. 

2) 加藤鉄也 (1967): 海藻類，秋田県郷土教育資料，秋田県教育研究所研究 No.伺:

89-98. 

3) 金森 武 (1971):東北地方日本海治岸，飛鳥及び佐渡ケ島の海藻群落. 藻類， 19:

28-33. 

4) 今野郁 (1971):岩館の海藻，藻類， 19: 44-50. 
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津軽海峡における海藻の分布と

海流について

太田達夫本

T. OHTA: 011 a relationship between 
a distribution of marine algae and sea currents in the 
Tsugaru straits between the Hokkaido 

and Honshu， Japan 

津軽海峡及びその近海の海藻分布に及ぼす海流の影響に関しては，山田1)，長谷川2)，

山本3)，上家4)の報告がみられる紳。山田は津軽海峡西口(日本海側)に位置する渡島国小

島から暖海性、海藻15税を報告して，小島は対馬暖流の影響を強くうけることを指摘し

長谷川は小島から更に4径の暖海性海藻を迫力目した。山本は津軽海峡北岸(北海道側)に

おける暖海性海藻9種の分布を報告して，暖流の影響は白神仰又は函館付近に及ぶことを

示唆し，上家は北岸を西区・中央部・東区;こ分け，西区と東区に海流による海藻分布の差

を認め，立待Ihljl(函館)をその境界であると考察した。一方，津軽海峡南岸の海藻に閲し

ては，岡村7)，山田8)，高松町の報告があるが，海流の影響は言及されていない。筆者は，

その地理的環境から，津軽海峡の海藻相に関心をもち調査を続けてきた。ここではこれま

でに得られた海峡全域の海藻分布と海流との関係の考察を試みた。

本稿を進めるに先立ち，終始ご指導頂いた新潟大学野田光蔵教授に心から謝意を表し

ます。また，採集にご協力頂いた佐渡臨海実験所北見健彦助手，貴重な標本を分譲頂いた

新潟県十日町実業高校上家勝利教諭に感謝致します。

地理的概況と海溝

津軽海峡は本州と北海道を隔てた幅約30km，長さ約 100kmの海峡で，大関崎， ~タ

首~I甲間の 18.5km が最も狭く，竜飛，由利1仰聞が 19.5kmでこれに次いでいる。日本海

を北上する対馬暖流は津軽海峡西日で2分し，約半分が同海峡に流入し，津軽暖流となっ

て東進し，太平洋にぬけて南下し，三陸沖に淫する。一方，太平洋沿岸は千島寒流にあら

われ，そのー交流は海峡東口から流入する。このように複雑な海流の状態から，太平洋と

日本海とを直接結んでいるこの海峡の海藻分布はきわめて興味深い。

* 新潟大学理学部生物学教室(新潟市五十嵐二の町8050)
神 津軽海峡北俸の海藻はこの他に，川端町，野田・横山めによって報告された。

The Bulletin of Japanese Society of Phycology， Vol. XXI No.1， 12-17， Apr. 
1973. 
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Fig. l' Fig. 1 

Fig. 1. Collecting places in the Tsugaru straits. 

材料と方法

本研究に用いた材料は，青森県側から竜飛 (Tappi)，今別 (Imabetsu)，袋月 (Horo-

zuki)，大関 (Ohma)，大畑 (Oh・hata)及び尻屋 (Shiriya)，北海道側から経前 (Matsu-

mae)，福島 (Fukushima)，木古内 (Kikonai)及び尻岸内 (Shirigishinai)の10地点を中

心に (Fig.1)筆者自身が採集したものが主で，採集は1968年から 1971年の4年聞にわた

り， 1月， 3月， 5月， 8月， 12月に砂採集叉は打ちあげ採集にておこなった。

材料はホルマリン固定をして持ち帰り，乾燥及び液浸標本とし，顕微鏡的微細種はゼ

ラチングリセリン溶液で封入し，プレパラート標本とした。これに上家によって採集され

た乾燥標本を加え，同定作業をおこなった。

海藻分布と海流との関係を考察するために，津軽海峡を， A区(竜飛・今別・裳月)，

B区(大間)， C区(大畑)， D区(尻屋)， E区(尻岸内・汐首岬)， F区(立;待岬・泉沢・木

古内)及びG区(松前・福島)の7区に分け，各区に分布する海藻数ならびに各2区聞の

共通種数を求めた。更にこれを基礎に，正宗10】の方法により各2区聞の親和率‘を算出

し，これを図化して考察の使に供した。

* Rate of Relationship.或る地方との分布関係、を知ろうとする時， その地域と今比較
しようとする地域に産するものを，その地域の全植物を基とし，百分率に表わした

もの。
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結果と考察

本調査において，緑藻21種，褐藻76種，紅藻127種，藍藻3種，合計 227種が同定

された。この結果，津軽海峡に新たに70績が追加され，冊海峡に生育する海藻は総計346

種(緑藻31，褐藻111，紅藻197，藍議7)に及ぶ。この中には新径が 12鐘(褐穫10，紅

藻 2)含まれているが，詳細は別の機会に談る。

本調査で同定し得た227種のうち藍藻を除く 224種の各区への分布及び各2区間の共

通種数は表1に示された通りである。表1から前述の如く算出された親和率が表2に示さ

れた。表1，2を基礎tこ，円の大きさで各区の種類数を，線の数で親利率を表わすと図2の

如くなる。

図2から， A，B両区は密接に関連し合って 1つのグループを形成し， これを包むよ

うにC，D，E， Fの4区がもう 1つのグループを作っていることが明らかである。海獲相

の緩和率の大小によるこの2つのグループは，津軽海峡に流入する寒暖両海流の影響の結

果生じたものと考えられる。

前述したように，対J馬暖流が

同海峡西日に位置する渡島国小島

の海穣相に及ぼす影響としてかな

りの暖海性海藻が向島から報告さ

れているが1.2)このうち本研究で

確認できた暖海性海藻の分布は図

3に種々の丸印で示した通りであ

る。図3から津軽半島及び大聞は

ともにきわめて強く暖流の影響を

受けていることが明らかで，これ

はA，B両区の海藻分布が互いに

かなり大きな親和率を持つという

図2の結果と一致してL、る。耳目ち，

A，B両区は暖流性海藻相を呈す

ると言える。

これに対し，もう 1つのグ

JレープC，D， E， Fは寒流性の海

藻相を呈すると考えられる。従来

の報告は寒海性海藻について全く

ふれていないが，対馬暖流の約半

分が流入し，暖流がきわめて優勢

な津軽海峡において暖流の影響が

強いのは当然であり，むしろ寒流

Table 1 Numbers of the conimon spe-

cies among respective sections. 

A 126 

B 63 112 

c 35 35 81 

D 22 21 20 40 

E 27 27 28 20 45 

F 31 27 27 14 27 54 

G 35 34 28 17 24 22 56 

A B c D E F G 

Table 2 “Rate of relationship" among 
respective sections. 

A 100 

B 36 100 

c 20 22 100 

D 15 16 20 100 

E 19 21 28 31 100 

F 21 19 25 18 38 100 

G 24 25 26 22 31 25 100 

A B c D E F G 
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Fig. 2. “Rale of r巴lalionship"among resp巴ctlV巴 sectlOl1s
was illustrated: a solid line showed 13-17% of 

R. R.， two lines 18-22%， three 23-27%， four 28-

32% and five 33-38%. 
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の主移管がと己まで見られるかが問題点と恕われる。木:uM:d:で明らかに寒海性と忠われる海

磁を 9緩選び出し，図3に節々の四角で表わした。図4の凶角の分ギli状態から，尻屋崎 ・

大畑 ・尻岸内 ・汐首IIIIJI・立待自1[1・泉沢に望号iiii性海Wl:とが分イ11することが知られ，この結果は
親和率によって求めた C，D， E， Fグループと一致している。 即ち， C， D， E， Fグルー

プは寒流性海藻相を呈すると言える。

津軽海峡西 口 に位置する G 区(松前 ・ 白布1i ~II[I)は， A 区(竜飛 ・ 今別 ・ 裳月 )と 同様に

暖流性海藻相を呈することが予想されるが，それに反して寒流性海藻相を示すE区(汐首

由IJI・尻岸内)と最も大きい親和率を示し，距離的にも近い A，B両区との親和率より大き

いことは興味深い。この事実は，G区もC，D， E， F区のグループと同様寒流の影響をう

けていることを示唆し， E， F 111~13:にきわめて強い|刻述性が認められることから，寒I泊tは

大間崎沖を東進する律程暖流の北ßUIを渡島半島沿岸に沿って西流し，~前付近にまで遥す

ゐものと考えられる。

C区 (大畑)は， B区 (大間)とよりも D区(尻屋).E区(汐首仰 ・尻岸内)両区とよ

り大きい緩和率を示し.津軽l皮流の海務相への影響は大間崎以東では殆んど見られない。

以上総括すると，対馬暖流泊‘ら分かれた津峰暖流は，津軽半島北部及び大間崎に大き

な影響を与え，その#jJ:ìW~柏を|援流性のものにしている。 l反流は津軽海峡を東進し大岡崎Y中

を通って太平洋にねげるが，大f倒的以東でのfiJi'e五分布への影響はl児らかではなL、。一方，

洋経海峡太平洋口は千島寒流の支流に洗われ，来初{生海漢が分布し，更に寒流の一部は海
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Warm current 

~ Cauleゆ'aoluunurai WEBER van 
BOSSE ・Codiumadhaerens (CABR.) C. 
AGARDH 

。Dl・lophusokamurai DA WSON 

⑧ Padilla crassa Y AMADA 

8 H:r~~~，:!-thrlls clathratus (BORY) 
tiOWE 

o Sargassltm sagamialllun YENDO 
⑨ P1"I01Iit;s patens OKAMURA 

⑨ Plocamium telfairiae HARVEY 

= Heterosiphonia japonica YENDO 

Cold current 

皿 Bη10ρ'sis1nuscosa LAMOUROUX 

図 Coilodesmejapollica YAMADA 
国 Desmarestialigulata (LIGHTFOOT) 
LAMOUROUX 

園 Pelvetiawrightii(HARVEY) YENDO 

国 Fucusevanescens C. AGARDH 

固 Cystop/;りIllullthakoぬtellseYENDO 

C Halosaccion saccatum KUETZING 
口Ptilotapectinata (GRUNOW) KJEL-
LMAN 

回 Ptilotapectiuata f. litomlis KJEL-
LMAN 

団 Tichocaゆuscrinitus (GMELlN) Ru-
PRECHT 

Fig. 3. Distribution of the marine algae inhabiting in 

the warm and cold currents. 

峡北洋に沿って西進し，渡島半島沿岸の海務相を寒流性のものにして松前に至っていると

考えられる。

Sum.mary 

The coast of the Tsugaru Straits was distinguished into seven sections for 

their situations， and discussions were made on the “Rate of relationship" of the 
flora among respective sections. 1t was clearly indicated from this floral study 
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that the Tsugaru peninsula and Ohma district are much influenced by a flow of 

the Tsugaru warm-current but a little effect over the Ohma zaki while the algal 

flora of Shiriya zaki Oh・hata，Shirigishinai anc1 Shiokubi-misaki is markedly under 

the influence of the Chishima cold-current reaching even to Matsumae. 
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2) 長谷川由雄 (1951): 道南の離島に於ける海藻フロラ及びその資源に関する研究. 第
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Univ. 3: 497-534， figs. 1-25. 
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汚濁海水がマコンブの卵発生ならびに

生長に及ぼす影響

中原紘之*

H. NAKAHARA: The E妊ectof polluted sea water on the 
development and growth of Laminaria japonica. 

海水がどのような物質により，どの程度汚濁され，どの範囲にまで広がっているかを

明らかにするため，物理・化学的調査ならびに壊息する各極生物の分布などの調査による

研究が広くおこなわれている。また海水の汚濁の影響を実際にそこに生活している生物を

用い，いわゆる生物試験によって調べることはきわめて重要である。これらの試みは，海

産動物ではかなりおこなわれているがり海藻について実験的に調べた例はあまり見当ら

ない。

一本実験は主音袋室で培養を統けている7 コンプの配偶体，ならびにそれから生じた若い

胞子体全用L、，前者については成熟と卵細胞の発芽に対しての，後者についてはその生長

に対する室蘭港の海水の影響を調べた。

なお室蘭港の海水の水質については 1958-1962年幻ならびに1968年3-5)の調査結果

が報告されている。

本文に入る前にし、つもご指道 Fさっている北海道大学理学部附属海藻研究施設の中村

議輝教授ならびに館脇正和助教授に，また海水の水質について有益な助言をいただいた室

蘭工業大学石丸幸造博士に対して感謝します。

材料ならびに方法

実験に用いた配偶体は室蘭市チャラッナイ浜で1966年11月2日に採集したマコンブ

から得られたものである。遊走子から発芽後20日目に雄と雌とを分離し， ESI培地で，

高温条件 (14-180C)のもとで培養を統けてきたものである。

実験海水には室蘭港中央埠頭付近とチャラツナイ浜との2地点の表面海水を1970年

10月12日と 11月25日に採水したものを用いた (Fig.1)。両地点の海水をi慮紙でi慮過し

たものとi慮過後オートクレープ処理 (20分)したものを準備し さらに両地点の滅過海水

を等量混合したものとi慮過後オートクレープ処理した両海水を等量混合したもの，都合6

通りの海水を用意した。培養液として栄養源を加えないそのままの上記6通りの海水とそ

水 北海道大学理学部附属海総研究施設{室蘭市母恋南町)

現住所 京都大学農学部水産学教室(京都市左京区北白川追分町)

中村議輝教綴退官記念論文

The Bull巴tinof Japanese Society of Phycology， Vol. XXI No. 1， 18.-23， Apr. 
1973. 
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れらに栄養源ESI原i伐を海水100

mtあたり 21111]合加えた泌水

¥ESI借地)の計 12通りを胤いた。

培養器 (2∞mt腰高シャーレ)iニ

l∞~おO細胞の大きさ iニ株分け

した配{肉体を雌雄8株ずつ植えつ

け，これ会1O.C，1411!j間照明のも

とで培養をおこなった。 20日後各

株を取り出し，雌配偶体上に生じ

ている未発芽の卵と，死滅した卵

IE1，異常形態の胞子体 (ab-S)，正

常な形態の胞子体 (n・S)ならびに

未成熟の枝の数(1)を数えた。

胞子体の生長についての実験

Fig. 1. Map of Muroran showing locations 
where sea water was collected (x). 

19 

l主雌と雄の配!肉体を一諸;こして， チャラツナイ海水を用いて作った ESI培地で 1ぴC，14 

時間!照明のもとで20日間培養しそニに形成されたt訂正等しい大きさの胞子体(体長約

0.5mm)を用いておニなった。胞-f体も 200mt腰高シャーレiこ植えつけ 10.C，14時間

照明のもとで上記12通りの崎地で培養をおニなL、， 1カ月後にそれらの体長ならびに体の

耐を測定した。ニの際1個のシャーレに6個体ずつ!i([えつけ 1種類の培養液について3

個のシャーレでi符援をおこなった。

結果

配偶体の成熟ならびに卵細胞からの胞子体形成tニ対する室蘭港海水とチャラツナイ海

水ならびに両者を等量混合した海水にそれぞれ ESI原液を加えたものの影響を Table1 

i二示した。室蘭港海水はi慮過後直ちに用いた場合も，オートクレープ処理後用いた場合も

共に成熟(卵細胞形成)lこは影響は認められt:cかった。しかし卵細胞からの正常な胞子体

形成が阻害される傾向が認められた。室蘭港とチャラツナイ両地点の海水を等量混合した

場合における正常な胞子体の発芽率は雨海水単独の場合に見られた発芽率のほぼ中聞に近

い伽iを示Lt:ニ。さらiニ宝I痛港海水，チャラツナイ海水ともi磁過後直ちに用いたものはオー

トクレープ処理をおこなったものに比べて配偶体の成熟 (M%)は少しよかったが，卵細

胞からの正常化胞子体の出現 (n-S%lは逆にかなり低い割合を示した。

ESI原液を加えなかった場合は，どちらの地点の海水で培養をおこなっても配偶体の

生長，成熟は起らず，約 15rJ 後には由化Lて死滅Ltニ。

つぎに胞子体の生長i二対 tる影響を 1、able2 iJ:らびに Fig.4，5に示した。胞子体の

生長:1同一シャーレ中にf乱、てもかなり個体差が認められた。しかし:全個体の平均体長に

ついてみると.定日向港のiIIi.水を用いた場合:1約lOmmであり，チャラツナイ海水を用い

た場合は約 22mmで，室蘭港の海水はJI包刊本の生長をかなり阻害しているのが認められ
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Table 1. Maturation of female gametophyte and development 
of eggs in L. japollica， cultured in ESI medium made 
of sea water from Muroran Harbour and Charatsunai 

and equal mixture of each sea water. 

-111云 1ab・S1凶 iι切1M% 
Sea water from Filtered 1 1 11 1 472 1 
Muroran Harbour 

Auto仇 dl371201胤 1177 Iω1 1 91.4 

Sea water from Filtered 2 1ぉ|幼5I 379 I 61.2 I蜘
Charatsunai 

Autoclaved 1 32 1 41 1 131 |田11 76.9 1制

Equal mixture of Filtered 1 1邸 138;-T 330__1 42.5 l::: 
each sea water 

Autoclaved Iぉ120 1 お7 い~竺|竺
1; Number of immature branches of female gametophyte. E; Number of 

ungerminated eggs. ab-S; Number of abnormal sporophytes. n-S; Number 
of normal sporophytes. n-S%; Percentage of normal sporophytes (n-S/E+ 

ab-S+n・S). M%; Percentage of mature branches (E+an-S+n-S/I+E+ab-S+ 
n・S).
Measurments were made 20 days after the start of the experiment. 

Table 2. Length and breadth of blades of one-month old spo・
rophytes of L. japonica cultured in ESI medium made 
of sea water from Muroran Harbour and Charatsunai 

and equal mixture of each sea water. 

L叫 (mm) Breac川 nm)

Sea water from Filtered 9.4 4.0 
Muroran Harbour Autoclaved 10.1 4.9 

Sea water from Filtered 22.0 7.0 
Charatsunai Autoclaved 22.6 6.4 

Equal mixture of Filtered 10.3 3.8 
each sea water Autoclaved 11.8 4.1 
Each value is the average of 18 individuals from 3 culture vessels. 
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Fig. 2. Abnormal sporophytes and clcgeneratecl eggs Oll a female 

gametophyte of L. jaρollica clIllurecl at lOoC in a 14-111' pho・
loperiod in ESI mcdillm macle of iilterecl sea water from 

Muroran [-IarbollL Photographed 20 c1ays ai'ter tγansfer from 
140C in a 14-hr pholopcriod. X 100. 

Fig. 3. Normal sporophyles on a female gamet口phyteof L. jaρ0711Ca 
じ1I1turedat lOoC in a 14-hr photoperiod in Esr medillm made 

of alltoclaved sen walcr froIl1 CharatslInai. Photographed 20 

day行 a[tertransfer from 1'loC in a 14・hrphotoperiod， X 100. 

Fig. 4. One-mol1lh old clIltllres of yOllng sporophytes of L. ia.ρOlllca 
grown at lOoC in a 14-hr photoperiod in EST m巴dillIl1made 

of filtered sea water from MlIroran Harbllr， X 2β 

Fig. 5. One-Il1onth olcl clIltllres of young sporophytes of L. japonica 
grown at lOoC in a 14-hr photoperiocl in ESI meclium made 

of alltoclaved sea water from Charatsllnai， X 2/5 
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た。この場合には海水をi慮過後直ちに用いた場合とオートクレープ処理後用いた場合との

間にほとんど差異は認められ}なかった。また両地点の治対立を等量混合したものをf用いた場

合には，室蘭港海水だけの場合とほぼ同じ程度の生長しか示さなかった。なお ESI1.京液

を加えなかった場合はどちらの地点の海水でj常務をおこなってもほとんど生長せず，約15

日後には自化して死滅した。

考察および結論

コンプ科植物の成熟，卵発生，胞子体の生長に関しての種々の海水の影響，栄養要求

性ならびに各種化学物質の影響等を調べた報告は少なく6-8)どのような物質がそれらの生

活環の各相に必要であるか，また阻害するかについてはほとんど明らかにされていない。

しかし最近コンブ科植物においても無菌培養が可能となり 9)重金属，塩類，その他様々の

物質の影響を調べることが可能となりつつある。

本実験は単藻培養でおこない，無菌的に扱ったものではなく，また実験に用いた海水の

分析もおこなっていない。 しかし室蘭港内の海水の過マンガン酸カリ消費量は 1968年10

月の調査でさえも平均約7ppmを示し，その後さらに上昇している傾向が見られ5)，年々

汚濁が進んでいると考えられる。このような室蘭港の海水は正常な卵発生ならびに胞子体

の生長に対して阻害作用を示すことが認められた。このような阻害作用は塩分濃度の変化

によっても起こることが知られている叩)。しかし本実験に用いた室蘭港海水の採水地点

は下回・石丸の調査3)の採水地点 (27')に近く，彼等の報告ならびtこ著者の用いた室蘭港

海水の溶解性蒸発残澄 (35g/めから推定すると嵐分濃度，主イオン等は外湾の海水とそう

異なったものではないと考えられる。

室蘭港ならびにチャラツナイ海水をオートクレープ処理することにより卵細胞の正常

な胞子体への発芽率が上昇するのは海水中に含まれているある種の阻害成分がその処理に

より変化したためであるのかもしれない。しかし胞子体の生長に対しては滅過海水とオー

トクレープ処理海水との聞において両地点の海水ともほとんど差異は認められなかった。

また室蘭港海水とチャラツナイ浜海水を等量混合したものを用いた場合には正常な卵発生

の割合は両海水単独の場合の中間に近い価を示し，かつ胞子体の生長は室蘭港海水だけの

場合とほとんど差異が認められなかった。このように生活環の各相において阻害の受けーか

たに差異が認められた。

栄養源 ESI原液を加えた場合のみ成熟ならびに生長がおζ り，加えない場合にはす

べての場合生長せず，かつ死滅することからみて室蘭港の海水がある稀の栄養源の淡度が

高すぎて阻害を起こしているものであるとは考えられない。

以上のことから，種々の海水の影響に対する生活環の各相における反応を量的に現わ

すことができるので7'コンプは海水汚i埼の判定の試験生物として有効であると考えら

れる。
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Summary 

The effect of polluted sea water on the development and growth of Lami-

lIaria ja仰 lIimwas studicd in culture. The sea waler from Muroran Harbour 

inhibited the de¥'dopment of eggs inlo normal sporophytes and also inhibited 

the growth of young spoTophytes. Thc inhibition of cgg tlevelopment was con-

siderably alleviated by thc atldition of an equal volume of non-pol1uted sea walcr. 

but the inhibition of sporophyte growth was not. This species may bc uscful 

for assaying the pollution of sea water， since it can be easily cultureo ano its 

response to pollutants may be assessed quantitatively. 
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ヒメムラサキのプロカノレプ及び雄性体

三上日出夫常

H. MIKAMI: On the proearp and the male plant 

in BmllchioglossulIl llallum INAGAKI 

ヒメムラサキ (Bra1IchioglosslI:mlIallum)は1935年，稲垣貫一博士によって北海道

後志国忍路から最初に発見され，その際木種の一般的外形，褒果並びに四分胞子体などに

ついての記載が一通り行なわれた。

筆者は北大理学部海藻研究施設の増田道夫氏によって室蘭チャラツナイにて採集され

た本種のフォル7 リン液漫材料を得て精査を行なった結果，恐らくこれまでに発表された

ことの無かった本種のプロカルプ，雄i生体及び.雌雄同株体などにつき観察することができ

たので，次に簡単に報告したい。

生長点について Fig.1は本径の生長点を示す。即ち，横に関節する頂細胞(a)を有

Fig:晶 1-3. Bl-allchioglos.mm!.llalllllll 

Fig. 1. Apex of frond showing apical segmentation. X 370. 
Fig. 2. Stages in development of procarp. X 370. 
Fig. 3. Mature:procarp with auxiliary cell. X 370. 

* 札幌大学(札幌市豊平区西岡243-2).
The Bulletin of Japanese Society of Phycology， Vol. XXI， No. 1， 24-28， Apr. 
1973. 
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Figs. 4-6. Branchioglossu1n nanum 

Fig. 4. Male plant with spermatangial sori. x 22. 
Fig. 5. The same， more highly magnified. x 370. 
Fig. 6. Female gametophyte bearing procarp and spermatangial 

sori. x 370 

Abbreviations used in Figures 

a ...... apical cell; au...... auxi1iary cell; cb1， cb2， cb3・・・・first，second， and 

third cells of carpogonial branch， respectively; cbi...…initial cel1 of carpo・
gonial branch; cbmc...…mother cel1 of carpogonial branch; cc.…..central 
cel1; cp …..carpogonium; i2， i3.…・・initialcells of cell rows of second and 
third order， respectively; pc・…..pericentralcell; s.…..sorus of spermatangia; 

sc.....・supportingcell; stcl......first groups of sterile cell; stcl mc， stc2 mc… 
.. mother cells of first and second groups of sterile cells， respectively. 

25 
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し，第2位列の細胞からはすべて第3位列の枝を生ずる。しかも第3位列の頂細胞(i3)は

第2位列の頂細胞 (i心と同じく体の縁辺に達する。介生分裂は何れの列においても認めら

れない。

プロカルプについて Fig.2は若い体の裂片上におけるプロカルプ発生を示す。本

種のプロカルプは体の中肋に沿って求頂的に形成される。プロカルプは4f問細胞よりなる

カルポゴン校1組と 2組の中性細胞とを持っている。カルポゴン枝のうち，主主部より数

えて第2番目の細胞 (cb2)が一般に最も大形を示す。 Fig.3は受精を終わって助細胞 (au)

を切り離したプロカルプの様子を示したもので・ある。第1次中性細胞(stCl)はl回の分割

により 2個のままであり，第2次中性細胞は母細胞 (stC2mc)のまま見られた。

雄性体について Fig.4は本種の雄性体における雄性生灘器官の分布状態を示す。

即ち，精子褒斑は枝の先端部に群をなして生じ，中肋線上を除いて紡錘形に分布する (Fig.

4， s)。その為，雄性体の枝先端部は雌性体のものにくらべて一段と鈍形を示す。

峰雄同株体について Fig.6は雌雄同株の標品を示す。

考察

以上の観察結果に基づくとき，本種を Branchioglossum属に当てることには少しも

問題はないと考える。筆者の知る限りでは，Branchioglos.~llm 属にはこれまで次の 5種が

知られている。即ち，Br. woodii (}. AG.) KYLIN2，3)， Br. criφ>atulum (HARV.) KY-

LIN2，3)， B1'. undulatum DAWSON4)， Br. ciliatum OKAMURA5，6)，及び本種B1".nanum 

INAGAKI1)がそれである。

ところで KYLIN2)がBranchioglossum属を新設した当時は，上記5種のうち，生長

点構造の互に異なる次の2種類のみをこの属中に含め図示した (Fig.2， a-b).。即ち先ず，

パンクーパー島をタイプロカリティとする本属のタイプ種B1".woodii (}. AG.) KYLINの

場合は，第2位列細胞のすべてより第3位列の枝を生ずるのに対しa他の1種Br.cri.学a-

tulum (HARV.) KYLIN (タイプロカりテイはオーストラリア西洋Fremantle)では必ヂ

しも第3位列の枝を生ずるとは限っていない。従って KYLIN2)自身，Br. crispatulumの

所属についてはかなりの疑問を抱き乍らも，当分の問 Branchioglossum属に入れておく

むねをのべている。以上の両種における生長点構造の明らかな相違については，その後

WAGNER7)もそれを確認してし、る。

さて，本種(ヒメムラサキ)の場合については，正に Br.woodii (タイプ種)の生長点、

と基本的に一致している。即ち，タイプ種と同じく第2位列の細胞のすべてより第3位列

の枝を生じ，しかも第2位及び第3位列それぞれの頂細胞はすべて体の縁辺に到達し，更

に何れの列においても介生分裂の存在をみない。次に木種(ヒメムラサキ)のプロカルプ

をWAGNER7)に依って観察された Br.woodii (タイプ積)のそれと対比すると，これま

た頗る良く似ている。即ち，本種のプロカルプは雌性体の中肋線上にー列に並んで求頂的

に生じ，体の主軸のみならず各裂片の中肋線上にもできてくる。更に，受精を終わって助

細胞を生ヂる時期になっても，第2次中性細胞は母細胞 (stc2mc)のままであることなど
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の類似点を挙げるニとができる。とニろで一方，第l次中性細胞(stcl)の数に関しては，

本種(ヒメムラサキ1の場合は1倒に分割したものまでしか観察されず，Br. woodii (タイ

プ種)における WAGNER7)の観察のように，その数が5個以上に達する像などは全く見

られなかった。このことは，手持の材料 (10月室蘭チャラツナイ産1が殆んど未熟段階の

プロカルプによって占められていたことによる為かも知れない。

一方，精子婆斑は雄性体の各裂片の先端に近く，かなり広い脹みの回りを示してい

る(Fig.4¥そのため，各裂片の先端部は雌性体の裂片先端部に比べて一段と鈍形(紡錘形1

をなす傾向がみられた。

きて，手元にあるヒメムラサキの材料中に，一見アブノー 7)レとも思われる I個体が

含まれていた。それは Fig.6に示したように，もともとプロカルプを持つ雌性体の体上に

精子袈斑を混生するケースが見られたことである。即ち，各裂片先端の外形は線形乃至披

針形であり，標準的雌性体のものを示している。ところが，プロカルプを生じている位置

より下方に及んで、精子褒斑が散見された (Fig.6，s)。この性質は果して真にアプノー 7ル

なものか，それとも本種のもつ特性の 1つであるかについては，今のところ全く確認でき

ていない。従って将来，更に多くの個体につき調べるか，又は培養実験等を通じて確かめ

ることが望ましいと考える。

終わりに，貴重な材料を提供していただいた増田道夫氏に対し深く謝意を表します。

Summary 

The apical segmentation and the procarp in Branchioglossum nanum INAGA-

KI were observed on the basis of specimens from Muroran (Hokkaido). Besides 

the male plant is newly described. 

1) The apexes are like those of BranchioglossullI woodii (the type of the 

genu川u国lS).

2) The procarps are formed acropetally on the central row of cells of the 

thallus. 

:~) The procarps consist of a four-celled carpogoninl branch， and two groups 

。fsterile cells. 
4) The spermatangial sori cover both surfaces except the central row of cells 

。fthe proliferations. 
5) A plant with both the procarp and the spermatangial sori was observed. 

引用文献

1) INAGAKI， K. (1935): Some marine algae recent1y discovered in Japan and 
new to science. Sci. Pap. Inst. Algolog. Res.， Fac. Sci. Hokkaido Imp. Univ.. 

1: 45-47. 

2) KYLIN， H. (1924): Studien Uber die Delesseriaceen， Lunds Univ. Arsskrift， 

N.F. Avd. 2: 1-111. 
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3) KYLlN， H. (1956): Die Gattungen der Rhodophyceen. CWK Gleerups Forlag， 
Lund: 431-432. 

4) DA WSON， E. Y. (19岨): Contributions toward a marine flora of the southern 

California Channel Islands， I-III. Allan Hancock Found. Occ. Pap.， 8: 1-57. 

5) OKAMURA， K. (1932): Icones of Japal1ese algae. 6. Maruzen， Tokyo: 50-52. 

6) (1936): Nippon Kaiso-shi. Uchida Rokakuho， Tokyo: 759-7印L

7) W AGNER， F. S. (1954): Contribution to the morphology of the Delesseriaeeac. 

Univ. Calif. Publ. Bot. 27: 283-827. 

新刊紹介

Procぽding四ofthe Seventh 1nternationa1 S伺 W健dSymposium. 

ed. K. NISIZAWA et al. 

University of Tokyo Press (1972) i-xvi+646 pp. 

1971年8月に札幌で行なわれた第7回国際海藻学会議の講演集ができた。内容は目

次，前文，本文，著者索引，用語索引，学名索引および参加者名簿からなり，全体として

663頁におよぶ。本文は特別講演4篇のほかに，一般講演131篇を含む。一般講演は， 1 

分布，分類と形態。 11生態と応用。 111生理と培養。 IV化学，生化学と応用の4つのセ

クジョンに分けておさめられである。淡水藻についての講演もある。藻類の研究に携わる

もの，藻類に興味をもつもの，あるいは藻類の養殖や加工または薬用などの実際に関係を

もつものに購入を奨めたい。定価は101αlO円。出版元は東京大学出版会(東京都文京区本

郷，東京大学内)である。なお，同会議への参加登録者には無料で・頒布される。

(千原光雄)
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M. KAJIMURA: On Ulva Jasciata DELILE 

from Shimane Prefecture 
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木径の繁殖と生育については GAYRAL1)，SUBBARAMAIAH， KALE， & KRISHK-

AMURTHy2)，及び SUBBARAMAIAH3)，の報告が有り，遊走子，配偶子とその異形度合

及び単為生殖が報告されている。島根県産の本種の生育と生殖について，筆者が観察した

ところをここに報告する。

材料と 方法

材料は八束ï~I\1箆品目IJ 恋，~湾古百IlのむJL

浪の強く当る湖m~ l .mー下f，j\の岩石上に街生

する植物体で，現地視察の他に室内培

養も行なった。 室内情設は YAMADA

SAIT04)の方法によったが，遊定調IIJ!包

の形態については，成熟楽~:tJ~i'fl\ (Fig. 1， 

Fig. 2-1，2，3)表面を弟Ij刀で切開してと

り出しでも観祭した。己う して得た業体

の切片 (Fig.2-4，5，めでは未だ運動性の

ない遊走細胞に充ちた細胞が多いので観

察が容易であった。

結果及び考察

ノよffは6J J '1'1リ-7月'r旬に始まり
翌年2月下旬には完全に流失すゐ。水温

(lO-280C)5)に対する適応、は広温性であ

る。体の長さと悩はそれぞれ最長140cm，

4cmにもなり，体が銭!旋状にねじれるこ

Fig. 1. Ulva. /ascia.ta frorn Etomo， 
Shimane Prefeclure. Habit of 

a fresh mature sp巴cimencol-

lectecl on October 17th， 1970. 

本 島根大学文理学部生物学教室(松江市西川津1060)

Department of Biology， Faculty of Science and Literature， Shimane Univer-
sity， Matsue， Japan 

The Bulletin of Japanese Society of Phycology， Vol. XXI， No. 1， 29-32， Apr 

1973. 
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精~

9 
Fig. 2. Ulva fasciata from Etomo， Shimane Prefecture 

1. Sllrfac巴 viewof lh巴 miclcllesterile porlion oI a fresh matllre froncl， sho¥¥"ing 

cell arrangement; X 380. 2. Sllrface view of the rhizoid-b巴anngst巴rilじ portlOn

of a fresh matllre frond， showing cell arrangem巴nt; X 300. 3. Sllrface view 

of the marginal middle portion of a fresh mature frond， showing gametes in 

gametangia; x 730. 4. TransveJ間 sectionalvi巴wof the midc1le sterile portion 
oJ a fresh matllre frond， showing cell arrangemenl; X J80. 5. Vertical sectional 
vie¥-v内fthe rhi包oid-IJecuing 泊terileportilJn of a [resl， malure fL"Ond， showin延
cell aTl"ang巴ment;X 150. 6. Transvers巴 sectionalview of the marginal middle 

portion of a fresh matllre fronι[， showing galn巴tesin gametangia; X 180. 7. 
Swarmers clisじhargedon Sepl:emb巴r23rd， 1971 X 380. 8. A ぃNu-celleclgermling 

derivecl parthenogenetically from a gamete， 6 clays after clischarge; X 850 
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Fig. 3. Ul叩 fasciatafrom Etomo， Shimane Prefecture. 

1-20. Gametes took out from gametangia on September 22nd， 1971， showing 
their variations in shape and size， and in the position and number of stigma 

as well as in the number and shape of flagella. 21. 22. Germlings derived 

parthenogenetically from gametes， 6 and 22 days after discharge respectively. 
1-21 X 1150， 22 X 350. 

とは冬季より夏季に若しく，色彩は夏季に薄く冬季には濃くなる。
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遊走細胞は放出された場合にも限点1-4個を有し(Fig.3-1，4，5，9，10)，鞭毛は2-6

本で分岐したものも有り (Fig.3-1，6，8， 12， 13， 14)，細胞の頭部は 2-3個に分れているも

のもあり (Fig.3-8， 10，11，16)，紺l胞にはくびれの有るものがあり，鞭毛を有しない球形~

精円体のものもあり (Fig.3-17， 18， 19， 20)，一見接合子の観を呈するものもあるが，細胞

の分裂途中のものか，分裂不完全のものと考えられる。遊定制胞には大小二種の別はな

く，接合過程は全く見られなかった。以上の観察により本県産本種の繁殖は配偶子の単為

生殖のみによって行われるものと結論した。

尚本種に於ける配偶子の単為生殖による発芽形式は U.pertusa4)， U. conglobata6)， 

U. fenestrata7)， U. lactuca8)， U. olivascens9)に見られる如く直接型のみであり (Fig.

2-8， Fig. 3-21， 22)，この点で U.scagelii1)及び U.amsakii10)と呉なる。

稿を終るにあたり，本稿の御校聞を君主うした神戸大学教授広瀬弘幸博士に深甚なる感

謝の意を表します。

Summary 

Ulvaρlscial<l DELILE from Etomo Bay， Shimane Prefecture (35031' N. L.， 
132"59' E. L.人 isreported herein 10 be found mature throughout its growing 

period of the year from middle June-middle July 10 late February of the fol-

lowing year. lmmotile swarmers taken out from gametangia by cutting open 

the surface walls with a razor blade prior to their discharge were e妊ectively
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provided for the morphological observations. The plants are observed to be 

spirally twisted more frequently and thinner in fresh color during summer than 

in winter. Morphological variations of the swarmers and evidences showing that 

the swarmers are isogametes， that reproduction observed is only parthenogenetic 
and that the type of germination of the swarmers is typical1y immediate are 

described in this report. 

引用文献

1) GA YRAL， P. (1963): Resultats concernant la reproduction et la cu¥ture en 
laboratoire d'Ulva fa.~ciata DELlLE. In Proc. 4th Intern. Seaweed Symp.. 

Pergamon Press， Oxford: 79-88. 
2) SUBBARAMAIAH， K.， KALE， S.R. and KRISHNAMURTHY， V. (1966): Gametes 

and germlings of Ulva fasciata DELILE. Curr. Sci.， 36: 128-129. 
3) SUBBARAMAIAH， K. (1968): Growth and reproduction of Ulva fasciata 
DELlLE in nature and in cu¥ture. Bot. Mar.， 13:おー幻.
4) YAMADA， Y. and SAITO， E. (1938): On some culture experiments with the 
swarmers of certain species belonging to the Ulvaceae. Sci. Pap. Inst. Algol. 

Res.， Fac. Sci.， Hokkaido Imp. Univ.， 2: 35-51， pl. 16. 

5) 島根県水産試験場鹿島分場 (1968-1971)恵曇湾定点観測.

6) YOSHIDA， K. (1965): On the swarmers and their development of Ulv<t COIl・
globata KJELLMAN. Publ. Seto Mar. Biol. Lab.， 13: 115-124， pl. 11. 
7) CHIHARA， M. (1968): Field， culturing and taxonomic studies of Ulva fenes・
trata P. & R. and Ulva scagelii sp. nov. (Chlorophyceae) in British Columbia 

and Northern Washington. Syesis， 1: 87-102. 

8) MIY AKE， K. and KUNIEDA， H. (1931): On the conjugation of the gametes 
and the development of the zoospores in Ulvaceae. Journ. Coll. Agric. Imp. 

Univ. Tokyo， 11: 341-357， pl. 23-24. 
9) BLIDING， C. (1968): A critical survey of european taxa in Ulvales， II Ulva， 

Ulvaria， Monostroma， Korn1llallnia. Bot. Notiser， 121-4: 535-629. 

10) CHJHARA， M. (1969): Ulva a7'asaki・i，a new species of green aIgae: its Jife 
history and taxonomy. Bul1. Nat. Sci. Mus. Tokyo， 12: 849-862， pl. 1. 
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二れまでに報告のあった日本海沿岸各水域に於ける海濠縫物相1-51)のうち，隠岐諸島

に於けるものとしては藍藻類3科4属6種，緑藻類7科9属zl種1変種，褐藻類17科34

属53種，紅藻類23科44属84種l変種が報告されている。筆者等は今回同諸島水域から

あらたに藍藻類l科4属6種，緑藻類2科3属3種，褐藻類6科7属8種，紅藻類10科 14

属14種を同定し得たのでニこに報告する。

荻原・広瀬・梶村5)及び広瀬9)の報告した本水域に於げる C/P値0.5は変わらないが，

しかしこの値は今後に於ける採集の進行と共に変わる可能性はあろう。

以下に挙げる隠岐産未報告種の種名のうち頭に⑧をつけたものは「本水域が日本海に

於ける本種の分布の南限に当たっているものJ，⑮は「本水域が日本海に於ける本種の分

布の北限に当たっているものJ及び。は「日本海新産種」を意味している。なおこ ζでい

う日本海には対馬海峡，津軽海峡，宗谷海峡及びタタール海峡(間宮海峡)を含むものと

し，深さは低潮線以下の深さをL、ぅ。最後に SargaSSltl/tful'l!cllum J. Ag.の生息、が再度

確認されたことを付記する。

CYANOPHYCEAE 藍藻綱

Oscillatoriaceae ユレモ科

。1.Microcoleus wuitneri FR孟MY
菱浦，水深印cm，クロキヅタに着生， 6.'69. 

2. Lyngbya gracilis (MENEGHINI) RABENHORST 

菱浦，水深6Ocm，クロキヅタに着生.， 6.'69. 

3. Spirulina labyri担thiformis(MENEGHINI) GOMONT ヒメヲセンモ

菱浦，水深60cm，クロキヅタに着生， 6.'69. 

* 神戸大学理学部生物学教室(神戸市灘区六甲台町 1)
Department of Botany， Faculty of Seience， Kobe University， Kobe， Japan. 

紳 島根大学文理学部生物学教室(徐江市西川津町1060)
Department of Biology， Facu¥ty of Science and Literature， Shimane Univer-
sity， Matsue， Japan. 
The Bulletin of Japanese Society of Phycology Vol. XXI， No. 1， 33-38， Apr. 

1973. 
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4. S. subsalsa OERSTED seq. GOMONT ラセンモ

菱浦，水深印cm，クロキヅタに着生， 6.'69. 

5. S. tenenぜnωKUTZING

菱浦，水深印cm，クロキヅタに着生.， 6.'69. 

6. Oscillatol'ia amphibia C. AGARDH 

菱浦，水深印cm，クロキヅタに着生， 4. '71. 

CHLOROPHYCEAE 縁議綱

Ulvaceae アオサ科

⑧ 7. Ulva rigida C. AGARDH 

菱浦，水深3Ocm，クロキヅタに着生， 4. '71. 

8. Enteromoゆhaclathrata (ROTH) GREVILLE スジアオノリ

菱浦，水深3Ocm，クロキヅタに着生.， 4. '71. 

Derbesiaceae ツユノイト科

9. Derbesia marina (LYNGBYE) K]ELLMAN ホソツユノイト

都万沖合，水深印m，無節サンゴモに着生， 9. '71. 

PHAEOPHYCEAE 褐藻綱

Sphacelariaceae タロガシラ科

10. Halopteris filicina (GRA TELOUP) KUTZING カシラザキ

菱浦，水深20m，無節サンゴモに着生， 4. '71. 

Dictyotaceae アミジグサ季十

@1l. Dictyota dilatata YAMADA サキピロアミジ

菱浦，水深20m，無節サンゴモに着生， 4. '71. 

⑮12. D. maxima ZANARDlNI オオパアミググサ

菱浦，水深20m，無節サンゴモに着生， 4. '71. 

13. Padina commersonii BORY アカパウミウチワ

都万沖合，水深6Om，貝殻に着生， 8. '71. 

Elachistaceae ナミマタラ科

⑧14. Halothri.x lumbricalis (KUTZING) REINKE ヒナノソメワケグサ

菱浦，水深30cm，クロキヅタに着生.， 4. '71. 

Sporochnaceae ケヤリ科

15. Cartom.itm cabl'erae (CLEMENTE) KUTZING イチメガサ

菱浦，水深 20m，無節サンゴモに着生.， 4. '71. 

Scytosiphonaceae カヤモノリ科

16. Petalonia fascia (MULLER) KUNTZE セイヨウハパノリ

菱滞，水深3Ocm，クロキヅタに着生， 4. '71. 
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Dictyosiphonaceae ウイキョウモ科

17. DictyosiplwlI foeniculaceus (HUDSON) GREVILLE ウイキョウモ

菱浦，水深刻cm，クロキヅタに着生， 4. '71. 

RHODOPHYCEAE 紅藻綱

Bonnemaisoniaceae カギノリ科

18. BOn7zemaisonia ha叫 iferaHARIOT カギノリ

つつか湾，水深 2m，ヨレモタに着生， 4. '71. 

Sq uamariaceae イワノカワ科

19. P，り'ssonneliaruhra (GREvILLE) J. AGARDH ベニイワノカワ
菱浦，水深20m，フジツポ殻に着生， 4. '71. 

Gloiosiphoniaceae イトフノリ科

20. Gloiosiplzonia capillaris (HUDSON) CARMICI王AEL イトフノリ

菱浦，水深30cm，海底岩石上， 4. '71. 

Cal1ymeniaceae ツカサノリ科

21. Callophyllis adhaerens Y AMADA タロトサカモドキ

菱浦，水深 20m，貝殻・海綿・マキユカリに着生， 4. '71. 

Plocamiaceae ユカリ科

⑧22. Plocamium recω1・atllmOKAMURA "7キユカリ

菱浦，水深 20m，貝殻に着生J 4. '71. 

Phy l1ophoraceae オキツノリ科

23. Stenogramma inteliupta (AGARDH) MONTAGNE ハスジグサ

都万沖合，水深印m，無節サンゴモに着生， 8. '71. 

Rhodymeniaceae ダルス科

24. Rhodymenia cllneifolia OKAMURA キヌダルス

菱i甫，水深 20m，無節サンゴモに着生， 7.'70. 

Ceramiaceae イギス科

⑮25. Spermothallmion codicola YAMADA et T ANAKA ミルヒピダマ

菱浦，水深20m，タマミルに着生， 4. '71. 

26. Platythamnion yezoense INAGAKI ヨツガサネ

西郷湾，水深 20m，ヤツマタモタに着生.， 4. '71. 

'Zl. Crollania attenuata (BONNEMAISON) J. AGARDH ヨツノサデ

西郷湾，水深 20m，ヤツマタモタに着生， 4. '71. 

Delesseriaceae コノハノリ科

28. Hemillelll"a schmitzialla DE TONI et OKAMURA ハプタエノリ

菱浦，水深 20m，無節サンゴモに着生， 7. '70， 4. '71. 

35 
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⑮29. Branchioglossum ciliatum OKAMURA ヒゲムラサキ

菱i南，水深20m，無節サンゴモに着生， 4. '71. 

Rhodomelaceae フジマツモ科

30. Synψhyocladia marchantioides (HARVEY) F ALKENBERG コザネモ

菱浦，水深20m，ヒドロ虫に着生， 4. '71. 

31. Heゆosiphoniajissidentoides (HOLMES) OKAMURA ヒメゴケ

菱浦，水深20m，タマミルに着生"4. '71. 

Summarv 

In this paper are reported 31 new records of marine algae collected by the 

authors from the Oki Islands in the southern part of the Sea of Japan. Of the 

31 species Mic，'ocoleus wuitneri FREMY and Dicりotadilatata Y AMADA are de-
termined also to be new to the Sea of Japan. The Oki Islands are concluded 

to be not only southern inshore boundary of distribution of Ulva ligida C. 

AGARDH， Halothrix lumb，-icalis (KUTZING) REINKE and Ploca押uum，oecurvatum 
OKAMURA in the Sea of Japan， but also northern inshore boundary for such 
species as Dictyota maxima ZANARDINI， Spermothamnion codicola YAMADA et 
TANAKA and Bmnchioglossum ciliatuln OKAMURA. The growth of Sargassum 

fulvellum J. AGARDH was confirmed again by ourselves. The Straits of Tsushi-

ma， the Straits of Tsugaru， the Straits of Soya and the Straits of Tatarskii (the 

Straits of Mamiya) are regarded as being included in the Sea of Japan from a 

plant geographical point of view herein. 
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赤塚: 石屋島近傍の海瑛

石垣島(琉球諸島)近傍の海藻 ( 1 ) 

赤塚伊三武*

1. AKATSUKA: Marine algae of Ishigaki island and 
its vicinity in Ryukyu archipelago (Il. 

39 

琉球諸島日ニでは渡辺1)に従い，北緯幻。以南の南西諸島，すなわち沖縄品以南の

諸島を指す)海域の海藻相の調査は HEYDRICH2.3)等の外国人によって子会つけられた。

つづいて邦人によるまとまった調査として YAMADA4)， Y AMADA and TANAKA5)，瀬

川・香村6)の報告があるが，とくに石垣島を中心;ことりあつかった報告は見当たらない。

石垣島の属する八重山列島は琉球諸島のなかで、南部な占め，石垣島と西表ぬはその主

i誌である点で、海藻分布上興味深いニとから，筆者は前述の空白を埋める意味をもあわせ

~. 
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Fig. 1. Location of lshigaki and Iriomote islands 

and collecting points in them. 

* Dep. Biol.， Fac. Sci.， Tokyo Metropolitan Univ.， Fukazawa， Setagaya， Tokyo， 
Japan. 
The Bulletin of Japanese Society of Phycology， Vol. XXI， No. 1. 39-42， Apr. 

1973. 
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て， 1965年7月に石垣島ならびに西表島に渡航し，約20日間採集をおこなった。 ただ学

業のつごう上採集時期を遅らせねばならなかったため，同定i斉種数にして74種(うち緑藻

40筏，褐藻16種，紅藻 18穂)であるが，第一回調査として目録を発表する。なお次回の

採集は3月ごろにしたい考えである。最近谷口7)は石垣島の海藻群落に関する略報を発表

し， 37績が和名にて記録されている。

採集は Fig.1.に示すように，石垣島で11，西表島でl地点にて行なわれた。つぎに

同定できた衡のリストを掲げる。

指導をl湯った思師三重大学教授瀬木紀男・高田和四郎の両博士;こ深謝し，本摘を校聞

くだされた東京都立大学の加崎英男博士に御礼申しあげます。また文献を恵与くださった

山田・時四・尾形・香村の諸博士に感謝し、たします。

A list of marine algae from lshigaki Island and its vicinity 

I. CHLOROPHYTA 

1. .4cetabularia calycullls QUOY et G AIM. (南風見}

2. .4. clavata Y AM. (米原)

:1. /1.. delltata SOLM. (米原1
4. A. e.xiglla SOLM. (南風見1

5. A j>arvllla SOLM. (? =岡村8);平野}

6. A vraillvillea e1"<出・ta(B.) A. et E. S. GEPP (観音崎)

7. 11. lacelala J. AG. f. robllstior A. et E. S. GEPP (南風見)

8. Boodlea coacta (D.) MURR. et DE TONI (南風見)

9. B. paradoxa RBD. (崎校)

10. B. sia11lellsis RBD. (白保)

11. B0771etella ovalis YAM. (JII平石崎，南風見)

12. Call1erj>a cuj>ressoides (V.) AG. var. 1)叩 ρodiu川f.amicorllm W. v. B. (白保，

南風見)

13. C. cuj>ressoides (V.) AG. var. lycoj>odium f. elegans W. v. B. (白保)

14. C. czψressoides (V目)AG. var. typica W. v. B. 0有風見)

15. C. j>arvifolia HARV. (南風見)

16. C. racemosa W. v. B. var. clavifera f. macroρhysa W. v. B. (観音崎，崎校，川

平石崎)

17. C. rac仰 IOsaW. v. B. var. clavifera f. 11Iicro.ρlりIsaW. v. B. (南風見)

18. C. racemosa W. v. B. var. lamoul"Ouxii W. v. B. 南風見)

19. C. racemosa W. v. B. var. occidelltalis (AG.) BOERG. (観音崎，南風見)

20. C. se門官lata(F.) J. AG. varか'picaBOERG. f. lata (W. v. B.) TSENG (観音崎，

川平石崎，白保，南風見)

21. C. sertula門oides(G.) HOWE f. IOllg伊es]. AG. (観音崎，南風見)
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22. Clzlorodesmis comosa (BAIL.) HARV. (真栄皐)

23. Cladoρ，Izoroρsis sp. 白保，宮良，南風見)
(Spongocladia vaucheriaeformis ARESCH.) 

24. Codium adlzae1"ens (C.) C. AG. (南風見)

25. C. re:ρens (C.) VICK. (南風見)

26. C. tenue KUETZ. (白保，南風見)

'Zl. Dictyosplzaeria cavet7losa (F.) BOERG. (崎校，白保，南風見)

28. Enteromoゅhacompressa (L.) GREV. (野原崎)

29. Halimeda macroloba DECNE. (平野，南風見)

30. H. opuntia LAM. f. cordata BART. (真栄星)

31. H. opuntia LAM. f. typ化'aBART. (崎枝，米原)

32. H. tuna LAM. f. typica BART. (観音崎)

33. Microdictyon okamurai SETCH. (南風見)

34. Neomeris annulata DICKIE (J11平石崎，平野，南風見)

35. Struvea delicatula KUETZ. (白保)

36. Udotea orientalis A. et E. S. GEPP (南風見)

37. Uloth1.ix舟cca(D.) THURET (真栄皐，川平石崎)

38. Uh}a cOllg1obata KJELLM. (白保，富良)

39. U. pe1.tusa KJELLM. (白保)

40. Valonia aegagropila AG. (崎枝，米原)

II. PHAEOPHYT A 

1. Chnoospora implexa (H.) J. AG. (真栄星，平野)

2. Cystoseu.a prolφra J. AG. (真栄皐，白保，南風見i

3. Dictj叫 adiva1"Icata LAM.υ11平石崎)

4. D. patens J. AG. (真栄恩，南風見)

5. Hydroclatlzrus clatlzratus (B.) HOWE (真栄星)

6. Padina australis HAUCK (真栄塁)

7. P. minor YAM.. (真栄星，観音崎，.}I¥平石崎，米原，宮良，南風見)

8. Sargassu11l berberifolium J. AG. (真栄星)

9. S. cr坤 ifoliumYAM. (野原崎，打ち揚げ)

10. S. duplicatum J. AG. (真栄星)

11. S. graminifolium AG. (其栄星，打ち揚げ)

12. S. microphyllum AG. (野原崎)

13. S. my1"Iocystum 1. AG. (真栄塁)

14. S. sandei RBD. (male;真栄星)

15. S. vulgare AG. var. foliosissimum J. AG. (野原崎)

16. 7ilrbinaria ornata J. AG. (真栄昆，野原崎)



42 藻類第21巻第1号昭和48年4月

III. PHODOPHYTA 

1. Acanthophora orientalis J. AG. (観音崎，南風見)

2. Centroceras clavulatum (AG.) MONT. (官良)

3. Ceramium tenenイmum(M.) OKAM. (宮良)

4. Ceratodictyoll spongiosum ZAN. (観音崎，崎枝)

5. DifIi開 easimplex (W.) C. AG. (白保，南風見)

6. Eucheuma serra J. AG. (白保)

7. Galaxaura subfruticulosa (SVED.) CHOU (南風見)

8. Gelidiella acerosa (F.) FELDM. et HAMEL (白保，米原)

9. Grac拘 riaarcuata ZAN. (観音崎)

10. G. blodgettii HARV. (南風見)

11. G. bursaてtastoris(G.) SILVA (崎枝)

12. G. c，"assa HARV. (崎枝)
13. Hypnea nidulans SETCH. (真;栄星，米原，宮良)

14. Jania adhaerens LAM. (白保)

15. Leveillea jungermannioides (M. et H.) HARV. (真栄星)

16. Liagora caenonりlceDECNE. (宮良)

17. Pterocladia capillacea BORN. et THUR. (白保1

18. Wrangelia argus MONT. (宮良)

S~arv 

Present report deals with a list of 74 marine algae of Ishigaki Island and its 

vicinity in Ryukyu archipelago， south-west of Japan. 

引用文献

1) 渡辺 光(縞)(1955): 日本地名事典. 1II.朝倉寄宿.東京:pp.912. 

2) HEYDRICH， F. (1894): Beitr・aegezur kenntnis der Algenllora von Ost-Asien 
besonders der .InselFormosa， Molukken" und Liu-Kiu-Inseln. Hedwigia， 33: 
267-306. 

3) HEYDRICH， F. (1叙yl): Einige Algen von der Loochoo-oder Riu-Kiu-Inseln 
(Japan). Ber. Deutsch. Bot. Ges.， 25: 1αト108.
4) YAMADA， Y. (1934): The marine Chlorophyceae from Ryukyu， especially 
from the vicinity of Nawa. J. Fac. Sci.， Hokkaido Imp. Univ.， Ser. V， 3: 33-88. 

5) Y AMADA， Y. and TANAKA， T. (1938): The marine algae from the island of 

Yonakuni. Sci. Pap. Inst. Algol. Res. Fac. Sci.， Hokkaido Imp. Univ.， 2: 53-86. 
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8) 岡村金太郎 (1936): 日本海藻誌. 東京.
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学会録事

昭和47年度庶務会計報告

(昭和47年 4月1日から昭和48年 3月

31日まで)

庶務報告

1.昭和47年4月2日 全海苔会館に於

いて懇談会を開催(講演:マレー半島の

自然と人間，熊野茂氏)。出席者31名。

2.昭和47年4月25日 「藻類J第m巻

1号発行。

3.昭和47年6月12日 持廻り評議員

会， 20周年記念事業(講演会開催・索引

印刷)。

4.昭和47年7月 日米セミナーのプロ

シーデイング発行。

5.昭和47年8月25日 「藻類」第m巻
2号発行。

6.昭和47年10月11日 名古屋大学教

養部化学教室会議室において午前10時

より評議員会開催。

創立20周年記念講演会が午後l時よ

り，名古屋大学教養部において開催され

た。講演者は広瀬弘幸(会長L中原紘之
l京大・食)， 植田利喜造(東教大・理L黒

木宗尚(北大・理L香村真徳(琉大・文理j，

出席者団名。

総会は午後5時より教養部南食堂にお

いて開催，出席者49名。議事 1)議長に

瀬木紀男氏選出， 2)庶務会計報告編集報

告，日米セミナー・プロシーデイング販売

報告， 3)協議決定事項 ィ.予算案可決，

ロ.索引(11巻-20巻)発行の件可決，へ

編集方針，投稿規定改正の件可決，ニ.昭

和48年度から会費を年額1，蜘円(外国

会員は2，1∞円)と改め，会則の会費に

関する箇所を改正する件可決。(詳細は本

誌、20(3): 117-119を参照下さい。j

引続き午後6時半より懇親会開催。出

席者49名。

7.昭和47年12月25日 「藻類」第m巻
3号発行。

8.昭和48年2月27日昭和48，49年度

会長及び評議員選挙開票の結果，次の諸

氏が当選。会長:中村義録。評議員:黒

木宗尚，簸照(北海道);中沢信午(東

北);新崎盛敏，有賀祐勝，千原光雄，小

林弘(関東);瀬木紀男(中部);広瀬弘

幸，坪由宏(近畿);藤山虎也，岩崎英

雄(中国四国1;右田清治，沢回武男りL

列升州‘-1

9.昭和4必8年3月3氾1臼現在会員数 5臼22

名*。

*会費2年以上滞納者，住所不明者を整

理したため，減少している。

新入会
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昭和 47年度決算

収 入 の 部 支 出 の 部

会費 408人 (589件) 673，892円 印制代ネ m巻 1号 148，450円

バッグ 365冊 170，邸5 2号 141，5∞ 

瀬川別刷代 10組 12，0∞ 3号 191，560 

広告代 15，0∞ 大会案内印刷費 7，800 

別刷印刷代 6，477 発 送 費 2:1，2佃

和j 子 2，691 通 {言 費 16，4団

小計 8加，915 消耗品費 15，295 

繰越金 1∞，087 
幹事手当 36，000 

謝 ネL 6，α)() 

計 981，002 換送金手数料 690 

小計 590，部5

差引残高(繰越金1 390，037 

計 9811∞2 

キ印刷:総頁 120頁

名簿 22頁

昭和 47年度予算案

収 入 の 部 支 出 の 部

会費 400人 (450件) 550，0∞円 印刷費加巻 120頁

パッ !l 190冊 1∞，∞o 1-3号 450，αJO門

利子 2，500 会員名簿 (25頁) 100，1∞o 
広告代 15，0∞ 会長選挙用名簿 10，0∞ 

小計 回17，5∞
発 送 費 却，α)()

通信費(含パック発送) 25，∞o 
前年度繰越 1∞，国7 消耗品費 15，α)() 

幹事手当・謝礼 42，α)() 
予 備 費 95，587 

計 767，587 計 767，587 
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住所変更
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本学会懇談会

日本水産学会年会を期に，昭和48年4

月5日午後5時から，東京水産大学水産資

源研究施設会議室において，恒例の本学会

懇談会が開催された。会は岩本康三氏の司

会により広瀬弘幸前会長のあいさつで始

まった。前会長は任期中の会員諸氏の協力

を謝し，選挙の結果当選された中村義輝氏

に会長を引き継ぐと述べられた。続いて庶

務幹事の熊野茂氏より，選挙結果新評議員

の紹介がなされた。その後，中村義輝新会

長は，新評議員の皆さん会員の皆さんの支

援のもと，藻類学会の発展のために尽した

い旨のあいさつがあった。時国節前々会長

の3代にわたる会長のあいさつ，乾盃の音

頭により会食に移った。

北は札幌の黒木宗尚氏，南は長崎の右田

清治氏，最年少の水産大の前川氏をはじめ

全員の自己紹介をかねたスピーチがあっ

た。ナポリ臨海研究所で半年間，日本の藻

類研究者として初めて，研究生活を送って

来られた，横浜康継氏より「ナポリでの研
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究と生活Jと題する講演を，ナポリ美人が

ふんだんに撮ってある愉しいスライドを観

賞し乍ら拝聴し， 9時頃閉会した。

出席者 (42名)

有賀祐勝，荒木繁，新崎盛敏，緩本幸

人，舟橋説往，藤山虎也，広瀬弘幸，掘郷

三，原田成喜，市村輝宜，庵谷晃，岩本

康三，岩崎英雄，熊野茂，片岡実，鬼

頭鈎，黒萩尚，今野敏徳，黒木宗尚，

川村輝良，小林弘，宮田益忠，松井敏夫，

正置富太郎，右田清治，前川行幸，西浜雄

二，中原紘之，中村義輝，斎藤誠，斎藤

雄之助，佐藤重勝，須藤俊造，瀬木紀男，

館脇正和，津村孝平，時国電~，月館潤ー，

岡上英一郎，梅林僑，横浜康継，簸烈。

日本藻類学会宛寄随文献

(昭和47年4月1日~昭和48年3月31日)

一雑 誌一

日本菌学会会報 12(3，4) 1971-13(1) 1972-13(4) 1972. 

南極資料 (43)，(44)， (45) 1972. 

国会図書館逐次刊行目録 1970. 

東京大学海洋研究所業綴集 91970. 

南西海区水産研究所研究報告 (5)1972. 

近畿大学海洋科学研究所研究報告 (1)1972. 

小田原市郷土文化館研究報告側 1972.

Acta Botanica Fennica (96) 1972ーベ98)1972. 
Acta Biologica Venezue1ica 7 (3) 1971-8 (1) 1972. 

Bulletin of the ocean research institute， University of Tokyo (5) 1972. 
60TaHH'IeCKH晶>KypH副総(12)1971-57 (12) 1972. 

Hay'lHH TpY.ll.ooe 10(1) 1972ー10(3)1972. 

Natura 4 (1) 1971. 

一単行本一

Proceedings of the 7th lnternational Seaweed Symposium (Nisizawa， K. ed.) 
Univ. Tokyo Press， Tokyo. 1972. 

一資料-

O漁場汚染対策研究関連の既往の文献資料第l集 1972. 漁場汚染対策研究協議会

0瀬戸内海西部における赤潮発生の誘ヨl条件の解明に関する緊急調査研究 1972. 同上
O浅海域における増磁漁場の開発に関する総合研究 1972.備後灘周辺漁場開発プロヅェ
タトチーム
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一別 刷ー

ISHI]IMA， WATARU (1960) Notes on some Miocene Algae from' Central Japan. 

立教大学研究報告(自然科学) (7). 

一一一一一(1963) On some fossile calcareous algae from the Galapagos Islands. 

St. Paul's Rev. Sci. 2 (2); 61-68. 

一一一一 (1965) On some Coralline algae from a Guyot in the Cocos-Keeling 

Basin， Eastern Indian Ocean. Ibid. 2 (3); 79-88. 

一一一一一 (1部5) Calcareous algae in the Chihko・shanLimestone from Sinchu 

District， Taiwan. Ibid. 2 (5); 179-190. 

一一一一-，1967) On the fossil algae from Kidohara， Takashino， Chichibu City， 
Saitama Prefecture， Japan. Ibid. 2 (6): 197-204. 

一一一一一 (1967) On some Miocene algae from the Matsuzaki district， Izu Penin-

sula， Japan. Ibid. 2 (6) ;ぬふ214.

一一一一一 (1968) Calcareous algae from Makinogo near Shuzenji， Izu Peninsula. 

Ibid. 2σ); 245ーお4.

一一一一一 (1969) Tertiary and Pleistocene algae from Mindoro， the Philippines. 

Geol. Palaeontol. Southeast Asia. 6; 277-291. 

一一一一 (1969) Discovery of Distichoplax biserialis (Dietrich) in upper Eocene 

limestone lenses exposed in the valley of the Mangamnan River， Marinduque 

Island， the Philippines. Ibid. 7; 87-92. 
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shimachibun， Saitama-Ken. Bull. Nat. Sci. Mus. Tokyo. 14 (1); 97-136. 

OGAWA， HISAO， INOH SHUMPEI and OHMORI TAKEO (1969) Meiosis in the 

oogonium of Sargassum tortile C. Ag. Bot. Mag. Tokyo. 82 (968); 45-52. 

Vodenicarov， D. (1970) Centritractus heteracanthus sp. nov. Natura. 3 (1). 
一一一一一-and BENDERLIEV， K. (1971) Centrally-Parietal chromatophore in green 

coccal algae. C. R. Acad. Bulg. Sci. 24 (4). 

一一一一 und一一一一 (1971) Trochiscia stellata sp. Nov. Natura 4 (1). 

大森長朗 (1970) イソムメモドキの胞子発生. 藻類， 18 (3). 

一一一一 (1971) 海藻の識別しがたい細胞膜の染色の一方法. 通信類，印刷.

一一一一一 (1972) ヤパネモクの幼匪について. 事E類， 20(2). 

谷口森俊 (1970) シンガポールの海藻 海藻研究資料， (2). 

一一一一 (1970) 津屋崎の海藻群落. 向上， (5). 

一一一一一 (1970) 大畠の海藻群落. 向上， (5). 

一一一一一 (1970) 山口県小串の海藻群落 向上， (6). 

一一一一-，1970) フイリッピン，"7ニラ湾の海藻群落 北陸の植物， 18 (2). 
一一一一 (1970) 石垣島の海藻群落. 医学と生物学， 81 (6). 

一一一一 (1971) 沖縄の海藻群落. 向上， 82 (1). 

一一一一 (1971) 種子島の海渓群落. 同上， 83(5). 
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谷口森俊 (1971) 香港の海藻群落. 海藻研究資料， (7). 

一一一一一 (1971) タイ国南岸の海藻植生. 同上， (8). 
一一一一 (1971) 台湾の海藻群落(その2). 向上， (9). 

本会名誉会員 山内繁雄博土は，去る昭和48年2月2日逝

去されました。謹しんで，哀悼の意を表わします。

日本藻類学会
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